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第
十
一
回
柳
川
川
柳
大
学
報
告 

日
時
：
令
和
八
年
八
月
三
日
（
月
）
午
後
六
時
～
八
時 

場
所
：
茶
房 
リ
エ
ー
ル 

出
席
：
伊
藤
・
魚
森
・
亀
池
・
後
藤
・
高
谷
・
横
田
／
若
槻
・
辻
川
・
吉
原 

 

酷
暑
日
に
迫
り
そ
う
な
中
、
参
加
者
九
名
で
「
柳
川
川
柳
大
学
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

前
回
の
最
優
秀
作
品
賞
受
賞
者
・
伊
藤
さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
及
び
若
槻
学
長
の
開
会
挨
拶

か
ら
ス
タ
ー
ト
。 

 
 
 
 
 

 
 

 

静
ま
り
返
っ
た
中
、
熟
考
に
熟
考
を
重
ね
る
人
気
投
票 
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そ
の
結
果 

最
優
秀
作
品
～
横
田
さ
ん
（
課
題
句
⑤
） 

優
秀
作
品
～
魚
森
さ
ん
（（
課
題
句
①
）
辻
川
さ
ん
（
課
題
句
⑦
） 

学
長
賞
～
伊
藤
さ
ん
（
課
題
句
⑧
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

受
章
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
は
す
べ
て
課
題
句
か
ら
選
ば
れ
て

い
ま
す
。
出
席
者
全
員
の
作
品
は
以
下
の
通
り
で
す
。
是
非
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。 

辻
川
副
学
長
の
中
締
め
の
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
十
月
五
日
（
月
）
当
会
も
十
二
年

目
に
突
入
で
す
。
ひ
き
続
き
柳
川
川
柳
大
学
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

事
務
局
報
告
～
吉
原 
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自
由
句 

①
今
い
ず
こ
古
米
古
古
米
古
古
古
米 

②
今
日
こ
そ
は
決
め
た
断
捨
離
先
延
ば
し 

③
校
舎
燃
え
教
師
の
秘
密
あ
ぶ
り
出
す 

④
月
が
出
た
豊
岡
花
火
う
さ
ぎ
見
る 

⑤
年
寄
り
の
干
物
が
出
来
る
こ
の
暑
さ 

⑥
認
知
症
忘
れ
た
い
こ
と
覚
え
て
る 

⑦
熱
い
日
の
ダ
ラ
ス
の
景
色
塗
り
替
わ
る 

⑧
お
や
じ
ギ
ャ
グ
猛
暑
の
夏
は
喜
ば
れ 

⑨
買
取
も
引
き
取
り
不
可
で
持
ち
帰
る 
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課
題
句
～
息 

① 

笑
う
ツ
ボ
息
が
ピ
ッ
タ
リ
恋
女
房
～
優
秀
作
品 

②
長
生
き
は
息
を
す
る
の
を
止
め
ぬ
事 

③
夜
行
バ
ス
息
の
根
止
め
た
い
そ
の
い
び
き 

④
お
化
け
見
て
青
息
吐
息
の
肝
試
し 

⑤ 

桃
色
の
吐
息
が
今
や
青
息
に
～
最
優
秀
作
品 

⑥
酷
暑
日
に
息
も
絶
え
絶
え
水
か
ぶ
る 

⑦ 

息
も
気
も
長
さ
の
大
事
今
ぞ
知
る
～
優
秀
作
品 

⑧ 

こ
の
暑
さ
息
も
絶
え
絶
え
逃
げ
場
無
し
～
学
長
賞 

⑨
酷
暑
日
も
続
け
ば
致
死
日
息
止
ま
る 

 

作
者
～
①
魚
森
洋
史
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
②
高
谷
昇
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
③
後
藤
啓
子
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
）

④
若
槻
匡
志
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
⑤
横
田
真
理
子
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
⑥
亀
池
弘
二
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）

⑦
辻
川
登
貴
子
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
）
⑧
伊
藤
嘉
之
（
Ｒ
Ｓ
Ｋ
）
⑨
吉
原
司
郎
（
Ｏ
Ｈ
Ｋ
） 
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完 


